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浅 鍋 - i会･A(Au)+f頼 -S)･A(a)ds-･f(+U)'･0
(f(i),AX) - 0 ,
(i(午),i(t2)- 甲(t1- も2)･(A･AX) ,
が厳密に得られを,i,声 こに括弧 (F,♂)は力学量の ヒルベル ト空間の内積の性
質を持ちt I)象ヴサル演算子をェル ミー トにするものを ら何で もよいo Lか Lt




関数を求めた｡ fluxを ち とすれば､上式 を変形することにより
ち
Jp(ち)- 3fLpy(I-S)ⅩL,(a)+量恥yo
L仙洞 … (Jp恥 gyx)/転 ,
と一般的を線型関係が得 られ るoXy(射 まその平均値が熱力学的力にそ るもので










二輪 送 係 数 の密 度 展 開
小 野 周
最近輸送係数の密度展開が､分布補数法 あるいは相関関数法で､かを り活葦




ど確かであるO'今後の問題としてはこ密度の 1次の項を数値計算 まで もってゆく
くことが党決であるO (世 話 人記)
三スピン緩和の統計的理論
中 野 藤 生 ･ 青 森 昭 夫
静 磁場中におけるスピン緩和に関す る嘩計的理論においては- これまで温度
の効果をとり入れた顕扱いがをかったo最近KoTiTinga,青森その他の人たち
が温度の効果をとり入れた理論を展開したが､-ここで述べ る理論 も全 く別の見
地からt この効果をとり入れ たものである｡ 菊地の不可逆協同現象の理論によ
･+ +
ると､磁気能率言が静磁場fI｡と揺動磁場h用との中で運動す る場合了の方位
Bについての確率分布 函'数p(9;I)に関して､ raもeequation
hTV一丘 且-1居
dp(2,i)Aも=/dBJO軌 G)b(W,ち)e密F二p(2,ち)e2kT〕 (1)
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